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令和２年度 槻の木高等学校 第１回 学校運営協議会 記録 

 

会議の日時及び場所  

令和２年７月１８日（土） 槻の木高等学校内 

              １０時５０分より校内巡回、授業見学 

１１時２０分より記念室において協議 

 

出席者  山口裕稔委員（会長）、浅野良一委員、田中隆夫委員、宮坂政宏委員、 

 山本冬彦委員、横山寛委員、大西雅美校長、事務局教職員６名 

 

１．開会 

 

２．令和２年度学校経営計画について 

①中期的目標 

・今年度の中期的目標の項目は昨年と同様。新型コロナウイルス感染症拡大防止のための

臨時休業等があり学校教育への影響は大きいが、目標達成に向け力を尽くしていく。 

 

②新カリキュラムについて 

・令和４年度入学生から新カリキュラムとなるが、３観点での観点別評価についての準備

が大阪府立学校では進んでおらず、本校でも課題である。 

・「深い学び」について研究と実践を深めていくことが大切と考えている。 

 

 

３．学校経営計画を踏まえた取組みについて 

①学校における新型コロナウイルス感染拡大第２波への備え 

・新型コロナウイルスの影響で３か月の臨時休業を行ったが、第２波・第３波が生じた場

合、府としての一斉臨時休業は原則行わない。 

 

②オンライン授業について 

・オンライン授業が必要になったときは、連絡及び授業動画や課題の配布を Google 

Classroom を通して行う。動画は各授業 10 分程度にし、選択形式問題の課題や記述式

問題の課題を Google フォームを活用して配布する。 

・５月下旬に職員研修を実施済み。 

・６月に生徒への説明、クラスルームへの入室、自宅での接続確認、課題提出を実施済み。 

 

③感染症対策について 
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・毎朝、健康観察カードを使用して健康観察を行い症状のあるものは登校しないよう指導

している。また、マスク、手洗い、換気を促すとともに、新型コロナウイルスによって

差別が起こることのないよう人権教育も行っている。 

 

 

４．協議 （返答のあるものは、矢印（→）以下に記載） 

①オンライン授業について 

・動画の配布に関しても工夫されており、双方向のやり取りでなくても十分使えるもので

あるが、授業ごとに課題などで生徒とやり取りするということは考えたのか？ 

→Google フォームを使うことでこちらが課題を添削して返すことができる。 

・学校に課題を取りに来させるというのはどうか？ 

→そういった方法も考えられるが、Google Classroom の活用を大阪府として進めてい

く。掲示板を使ってプリント類を配布することもできる。 

・50分授業と課題だと生徒が対応しきれないのではないか？ 

→授業動画は 10 分程度に抑える予定である。 

・パソコンなどが家で使えない生徒に、学校でパソコンを使わせるのはどうか？ 

→登校が可能な段階であれは、学校のパソコンを使わせることも考えているが、全く登

校できない場合は貸出になる。 

・U-tube や zoom とは GBなどの容量が違うのか？ 

→zoom など、双方向のものは配信中ずっとパケット料がかかる。また、通信の状態に

よっては画像が固まったり、動きが遅くなる。 

・大学では、プリント類をプリントアウトするサービスを取り入れている。また、ゼミで

は zoom を使うなど、動画配信の方法を使い分けている。ツイッターのように、教員が

つぶやく形で文章をあげ、PDF や動画を挟む、教材として利用できる動画サイトなどを

大学、学生ともに使うという方法もある。ほかにもボランティアなどにいけないため、

NHK の学校向け番組を編集して公開しているサイトをみて議論するなどの活動を行っ

ている。ただし、教員側の負担も考え、段階を踏んで行う必要がある。 

・今回、オンラインで授業を配信することは、事前に準備する必要があるため教員の授業

改善のチャンスでもある。資料を用意して、時間内にわかりやすく行うなど、先生方に

は工夫して授業を改善していってほしい。 

・オンラインにすることで、24 時間いつでも勉強できるし、学校側がそれを把握するこ

ともできる。データのとりやすさ、蓄積のしやすさ、学習プログラムの組みやすさとい

ったメリットがある。こういったデータを来年、再来年に生かす。 

・大学でのオンライン授業によって、学生側から周囲の私語やスマホのストレスがなく、

オンラインのほうがいという意見がでる。しかし、こういったストレスも大事。また、

教員側も動画なら毎年使いまわしができてしまうなどの懸念がある。 
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・学校内だけでなく、オンライン授業に関して、縦や横の連携ができるとよい。 

 

②感染症対策について 

・感染症対策は学校では行っているが、家庭での感染のリスクが高い。学校から注意喚起

を行ったほうがよい。 

 

５．閉会 

  

次回は１０月２４日（土）１０：００～１２：００の予定 


